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芝富士Ｇ　堂々の第三位！
第９２回川口市少年軟式野球大会　

11月3日より開幕した第92回川口市少年軟式野球大会で芝富士Gは１回戦、2回戦、準々決勝と勝ち進み第三位となった。準決
勝では県大会出場の強豪　戸塚ジャガーズAに破れたものの、４点差の劣性から１点差に詰めより最後まで追い詰めた脅威の
ネバリは圧巻であった。芝富士Gを破った戸塚ジャガーズAは決勝戦で大勝し優勝を決めたがこの優勝チームと互角に渡り合っ
た芝富士G。６年生は公式戦最後の大会であったが堂々の成績をおさめた。
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私、打率
５割でした
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優秀選手賞の杉浦広基選手（左）と
打撃賞の斎藤雅生選手（右）

公式戦最後の大会で好成績をおさめた芝富士Gの６年生。

今年の春に引越しのため退団した阿部君も祝福にかけつ
けてくれた。左より（上）伊沢、杉浦、斎藤、江口、（下）阿部、
廣瀬、臼井、綿引
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スポーツをとおして
健全な心と体を育成します。

申込み先：池田正隆（事務局）TEL048-269-2281

集まれ元気な小学生
（１年生以上の男女）! 
団員募集中!!

初回三番杉浦の自打球が足に当たった当たりを内野ゴロと判定される間に１点先制するも、２回３回とミスなどで４失点。続く４回の守りも２四球
で２死二、三塁の大ピンチ。ここで一・二塁間のヒット性のあたりに伊沢が飛び込みファインプレーで無失点で切り抜けた。するとその裏この回先
頭の七番斎藤のセンター前ヒットからチャンスを広げ１死満塁。ここで二番伊沢の内野ゴロが本塁へのフィルダースチョイスを誘いまず１点を返
す。なお続く満塁のチャンスに三番杉浦が一塁線を破る２点同点タイムリーを放った。さらに続く四番江口のスクイズなどで一気に５点を奪い勝
負を決めた。

２回表、四番江口、五番鹿俣の連続ヒットを六番斎藤の送りバントで作っ
たチャンスに七番桑山がタイムリーヒットで応え１点先制。その後チャンス
は作るが得点に結びつかず緊迫した試合展開となった。５回表相手のミ
スと四球て得たチャンスに三番杉浦、四番江口のタイムリーなどで５点を
奪った。先発杉浦は３～４回の６連続三振を含む９奪三振で１安打無四
球の完封。

小雨交じりの中始まった試合は初回先発杉浦が寒さで制球に苦しむ中１
点を失ったが、２回の芝富士Gは先頭四番斎藤がセンター前ヒットで出塁

し相手がインプレー中にボールをベンチに返すというミスに恵まれ同点に
追いつく。続く３回先頭の一番廣瀬が四球で出塁するとすかさず盗塁し続
く二番伊沢のピッチャーゴロはセカンドへの悪送球を誘いボールが点々と
外野に転がる間に廣瀬、伊沢が相次いでホームイン。さらに続く三番杉浦
もセンター前ヒット、五番鹿俣が送り六番江口のタイムリーヒット、八番綿
引はこの日２本目となるライト前ヒットなどで一気に畳み掛ける。先発杉浦
は２回以降は３人ずつで相手打線を抑え１安打完投。

両軍２回終わって得点なく続く３回表戸塚Jの攻撃は２死二、三塁と芝富士Gはピンチに立たされた。この場面で三遊間の内安打で

三塁ランナーをホームに許しがたショート廣瀬の好判断で二塁ランナーを本塁で刺し１失点で切り抜けた。その裏一死から二番伊
沢のレフト前ヒットを三番鹿俣がきっちり送って続く四番杉浦の会心の当たりはライトオーバーの２点本塁打となり逆転に成功。しか
し４回表、守りの乱れと不運なヒットなどが重なり５点を奪われた。４点差を追う５回裏、芝富士Gはこの回先頭の九番桑山が三塁内

安打で出塁、一番廣瀬四球、二番伊沢は強烈な三塁強襲安打で１点を返し、さらに無死二・三塁で三番鹿俣が送りバント。四番杉
浦の内野ゴロの間に1点、さらに五番斎藤も執念の内安打で続きこの回３点を奪い１点差まで詰め寄った。続く６回表、戸塚Jは先

頭打者が安打で出塁すると盗塁し無死２塁のピンチを招くが続く打者のピッチャーゴロを一塁へ送球する間に二塁ランナーが三塁
へ進塁を狙うがファースト斎藤の好送球で１－３－５のダブルプレーでピンチをしのいた。その裏の攻撃に期待がかかったが得点で
きずこの回で時間ギリギリの時間切れでゲームセットとなる。

◆1回戦（11月3日 神根グランド）

前川バンビーズ 0 2 2 0 0 4
芝富士ジャイアンツ 1 0 0 5 1X 7

（バッテリー）杉浦－臼井

◆2回戦（11月5日 川口市営球場）

芝富士ジャイアンツ 0 1 0 0 5 0 0 6
戸塚ジャガーズＢ 0 0 0 0 0 0 0 0

（バッテリー）杉浦－臼井

◆準々決勝(11月19日 芝スポーツセンター）

芝富士ジャイアンツ 0 1 8 0 0 9
前川ジャガーズ 1 0 0 0 0 1

（バッテリー）杉浦－臼井

◆準決勝（11月23日 川口市営球場）

戸塚ジャガーズＡ 0 0 1 5 0 0 6
芝富士ジャイアンツ 0 0 2 0 3 0 5

（バッテリー）杉浦－臼井、廣瀬
（本塁打）杉浦

試合結果（第92回川口市少年軟式野球大会）


